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坂井市における課題認識
若者の流出や地域経済活性が課題であり、若者のUターンの促進や観光を軸とした経済活性化が必要という
認識。

背景・目的

坂井市における課題

坂井市県外の大学・会社

流出

地元が気になるが
きっかけ/希望する仕事が

なく
戻ってこれない

観光客

流入

魅力ある観光資源は
あるものの、その価値が
知られていない

情報発
信

訪問

進学や就職のために若者が
大都市圏へ流出。

観光客も短期滞在でお金を
落とさず

経済活性化につながってい
ない

県外に出たものの
地元どうなってる？
気になるな・・

ドラマの崖は知って
るけど、

坂井市なんだ・・
写真でいいかな

行きたい大学が
ないな？

つきたい仕事が
県内にない！

経済活性化には
観光など外部の
リソースが必要

来てみたもの
の

一度見ればい
いかな
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坂井市における課題認識～若者の流出
15歳から29歳までの若者が毎年約300名程度転出しており、その後戻ってきていない状況。

転出した若者がUターンで戻ってくる、もしくは県外からIターンでやってくる仕組み/環境を整える必要が
あると考える。

背景・目的

年代別転入転出数（2010年）

男性 女性

~19 ~29 ~39 ~49 ~59 ~69 70~ ~19 ~29 ~39 ~49 ~59 ~69 70~

引用：坂井市人口ビジョンより
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坂井市における課題認識～観光の促進
背景・目的

施策とKPI目標

引用：坂井市観光ビジョン戦略基本計画/坂井市まち・ひと・しごと創生総合戦略より抜粋



7

高校生による新たな坂井市の魅力の発見・発信
背景・目的

坂井市デジタル帰宅部

坂井市の高校生コ
ミュニティ

（主に丸岡/三国/坂井高校
1～2年生 20名を想定）観光関係者

地域企業

坂井市

坂井市の新しい観光資源の発見と発信

アクセンチュア
地域市民

コーディネーター

村上純一郎

活動を通じて地域への愛着を育み
将来的な若者のUターンにつなげる

若者ならではの視点による魅力を発信し、
インバウンドを含めた観光客の増加
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これまでのワークショップ・フィールドワークの実施状況
活動報告

日程 内容

10/24(火) オリエンテーション

10/31(火) 居心地のいい場所を考える

11/7(火) マイクラ講義①

11/14(火) マイクラを触ってみる

11/21(火) チームでマイクラを触る

12/10(日) 市内フィールドワーク

12/12(火) チーム分け・アイデア出し

12/19(火) マイクラ講義②

12/26(火) マイクラでの構築準備

1/9(火) 観光施策検討

1/16(火) 観光に関するインプット、マイクラ構築

1/23(火) 観光に関するインプット、課題整理

日程 内容

1/30(火) マイクラ構築

2/6(火) マイクラ講義③

2/10(土)-11(日)
合宿

（グローバルディスカッション準備）

2/13(火)
グローバルディスカッション

リハーサル

2/15(火) グローバルディスカッション

2/20(火) 最終報告会に向けた情報整理

3/12(火) 坂井市への提案内容を考える

3/19(火) 最終報告会準備

3/26(火) 最終報告会リハーサル

4/2(火) 最終報告会
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実施概要

日 時：毎週火曜日 20:00-21:30

場 所：オンライン
（Zoom、Discord、マインクラフトを使用）
参加数：P14を参照

目的
・高校生らしいアイディアをベースにした
新たな観光施策の検討
・オンライン上での高校生コミュニティの創出

活動内容

・「居心地のいい場所」を考えるワークショップ
・マインクラフトの操作講座
（講師：タツナミシュウヘイ氏 3回に分け実施）
・マインクラフトを使用した構築作業
・坂井市の観光施策に関するレクチャー

効果

・坂井市の課題でもあった、旧4市町に住む高校生同士
が直接会わなくても交流できる場を創出した。
・制約のない自由な発想を具体的な形に落とし込むこと
ができた。（P15の制作物を参照）

高校生の感想

・最初はマイクラを使ってまちづくりをするイメージが
湧かなかったけど、作っていくうちに楽しくなってきた。
・オンラインだけで会話するのは大変だけど、普段関わ
ることのない高校の人と話すのは楽しいと感じた。

ワークショップの実施概要
活動報告
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フィールドワークの実施概要
活動報告

実施概要

日 時：2023/12/10(日) 13:00-17:30

場 所：丸岡城・東尋坊・三国湊を視察。
ほか、UDCSにてワークショップを実施
参加数：7名

目的

・坂井市内の各エリアに
どのような施設があるかを知る
・今はない観光資源になりうるもの、
またはすでにあるが観光資源として
PRされていないものを考える

当日コンテンツ

・3エリアを実際に訪問
・どのような施設があるか、
どのような人が訪問しているかを記録
・今後観光資源になり得るものをチームごとに整理

効果

・運営を含めた参加者が初めて対面で集まったというこ
ともあり、オンラインでのコミュニケーションの際に感
じていた不安感を取り除くことができた。
・調べるだけではわからなかった情報を確認し、整理す
ることができた。

高校生の感想

・小学校の遠足でしか行ったことのない場所も多かった
ので、改めて訪問して、想像していたよりもいい場所だ
なと思った。
・調べても見えてこない課題を現地で見ることができた。
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合宿
活動報告

実施概要

日 時：2023/2/10(土) 13:30-18:00

※19:00まで残って活動した部員も。
2023/2/10(土) 9:00-13:00

場 所：坂井市役所
参加数：1日目｜高校生17名

2日目｜高校生14名

目的
・グローバルディスカッションの発表資料完成
・対面での活動を通してのチーム力向上と学校、学年を
こえた交流による部活動への愛着形成

当日コンテンツ

・スライド作成講座（アクセンチュア増渕さん）
・グループディスカッション
・スライド作成
・マイクラ動画の撮影

効果

・発表資料を完成させ、原稿を作ったり発言内容を想定
して軽いリハーサルまで行うことができた。
・学校やチームを越えた交流ができ、また市役所職員な
どの地域の大人との交流もより密に行うことができた。

高校生の感想
・他校の部員と一緒に活動することで交流ができてよか
った。普通の部活とは違う。
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グローバルディスカッション
活動報告

実施概要

日 時：2023/2/15(木) 19:30-21:30

形 式：オンライン(zoom)

ゲスト：アクセンチュア在籍の外国籍の方々
参加数：高校生:23名／ゲスト:6名

目的
発表に対するグローバルメンバーからの質問や意見を通して、
それ以降の活動のクオリティと、坂井市への理解度をあげる
こと。

当日コンテンツ

・冒頭プレゼン（坂井市の説明）
・エリア別プレゼン（観光施策提案）
・フィードバック（グローバルメンバーより）
・グループトーク（振り返り）

効果

・ゲーム上での面白さだけでなく、実際に訪れる観光客の視
点を制作物に取り入れる姿勢が見られるようになった。
・当市を知らない他者へ、自分たちの言葉でまちの説明がで
きるようになった。

高校生の感想

・グローバルメンバーの方にどう魅力を伝えるか苦労したが、
伝わってよかった。是非実際に遊びに来てほしい。

・やはり第三者の目線は大事だと思った。「自分はこれをや
りたい」と思っているが、それ以外の視野はあまりもててい
ないと気づいた。貴重な経験だと思った。
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高校、学年別の入部者数
下記メンバーのうち、3名が申込みはあったものの一度も参加がないため、現状25名での活動となっている。

活動報告

高校名
学年

総計
1年 2年 3年

丸岡高校
3

※内1名あわら市在
住

1 4

坂井高校 1
※福井市在住

1

三国高校 1 8 9

金津高校 12
※内3名あわら市在住

12

仁愛女子高校 1 1

高志高校 1 1

計 14 13 1 28
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各回の出席者数
開始時は集客に苦戦したものの、11月から12月にかけて三国高校・金津高校を中心に参加者が増加。

12月後半以降は、体調不良や学校行事による欠席もあるものの、毎回20人前後の高校生が参加している。

活動報告

日程 内容 参加人数

10/24(火) オリエンテーション 3

10/31(火) 居心地のいい場所を考える 2

11/7(火) マイクラ講義① 3

11/14(火) マイクラを触ってみる 9

11/21(火) チームでマイクラを触る 14

12/10(日) 市内フィールドワーク 7

12/12(火) チーム分け・アイデア出し 13

12/19(火) マイクラ講義② 13

12/26(火) マイクラでの構築準備 18

1/9(火) 観光施策検討 21

1/16(火) 観光に関するインプット 18

1/23(火) 観光に関するインプット、課題整理 18

日程 内容 参加人数

1/30(火) マイクラ構築 20

2/6(火) マイクラ講義③ 20

2/10(土)-11(日)
合宿

（グローバルディスカッション準備）

10日：16

11日：15

2/13(火)
グローバルディスカッション

リハーサル
22

2/15(火) グローバルディスカッション 23

2/20(火) 最終報告会に向けた情報整理 19

3/12(火) 坂井市への提案内容を考える 19

3/19(火) 最終報告会準備 20

3/26(火) 最終報告会リハーサル 19

4/2(火) 最終報告会 22
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現在制作中の制作物
メンバーが3つのチーム（丸岡城・三国湊・東尋坊）に分かれ、マイクラ上での構築作業を行っている。

合宿、グローバルディスカッション踏まえてブラッシュアップ予定。

活動報告

ガラスでできた巨大タワー
＠丸岡城

屋台村＠三国湊 カニのモニュメント＠東尋坊
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成果報告の観点
10月3日記者発表時に挙げた本プロジェクトの特徴に基づき、成果を報告する。

成果報告

10/3

記者発表資料
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成果の概要
成果報告

デジタル帰宅部の特徴 取り組み成果

成功体験によるシビッ
クプライドの醸成

民間との連携による新
たな観光施策検討

メタバースの活用によ
る自由な活動

グローバルとの交流に
よる新たな視点

✔ 部活動で帰宅が遅く、市内で離れたところに住んでいる高校生がマインクラフト
上に集まって施策を検討し、協働で施策を具体化した。

✔ 仮想空間であることで、現実世界にとらわれず自由な建造物やスポットをつくる
ことができた。マイクラを通して建築物への理解度を高める生徒もいた。

✔ 運営に関わった大人や、他校の生徒と関わり、対話と議論ができた。

✔ 他者との関わりを通して坂井市の理解度が深まる取り組みとなった。また、自ら
当市についての改善点を考えるなど、坂井市への愛着形成へと繋がった。

✔ 将来の進路についても、Uターンを望む声を得ることができた。

✔ 海外の方との交流で受けたフィードバックをもとに、制作物などを改善した。
✔ 観光客の嗜好を知ったり、坂井市への理解度をさらにあげることができた。

✔ 全体運営とグループのファシリテーションの大部分を民間団体で担当。

✔ 当市への理解度が高いスタッフの意見や民間からの知見を参考に、高校生の自由な
発想から、具体的な観光施策に落とし込むことができた。

事例2

事例4

A

B

C

D

事例1

事例3
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卒業後は県外の専門学校に行きたい。調理の方で修行
を何年か積んでから、地元が好きなので、地元に戻っ
て自分のお店で経営していきたいと考えています。

学校に登校する時に三国湊を通る。今まではただの登
校通路ってだけだったけど、デジタル帰宅部をやって
いくうちに、課題とかそういうのが知れて、もっと自
分の地元について知りたいなと思いました。

最初は自分も課題なんて全然考えてなかった。今、や
っぱり坂井市は「隠れた」みたいなイメージがあって。
魅力はあるのに、人が来るような情報を出していない
からもったいないなって感じています。

一人じゃできないことを協力する楽しさっていうのが
あって。いろんな人の意見を聞きながらまとめるとい
うか。みんなでやり遂げるという楽しさがある。

1：仲間との協働

2：坂井市に対する
ポジティブな変化
（地元への愛着形成）

3：坂井市に対する
ポジティブな変化
（地元への愛着形成）

4：Uターンに繋がるか

成果事例1：【A】成功体験によるシビックプライドの醸成
成果報告

シビックプライド醸成につながる高校生の発言

成功体験

シビックプライドの醸成

観点
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成果事例2：【B】メタバースの活用による自由な活動
成果報告

メタバースの活動によって得られた価値

時間・距離的
制約を
越えた活動

学校の部活動が18:30くらいまであって、家に帰っ
てご飯を食べてちょうどデジタル帰宅部が始まる。

他校の人たちと関わりをもつことができるのがい
いなと思った。自分が考えた案が選ばれたりとか、
ひとつのものをみんなでつくっていくというのが
とても楽しい。

マイクラを
使った活動

マイクラを使うのは新しいなと感じた。初めてで
よくわかんない部分もあったけど、できる子に助
けられて楽しかった。みんなのアイデアでどんど
んイメージが膨らんでいくのも面白かった。

普段建物作る時って設計図かいて模型つくってや
ると思うけど、つくりながら考えていくことで、
建築的な視点も得られた。これからのことにも役
立つと思った。

高校生の主体的アイデアが
マイクラ上で自由に表現された制作物（一例）

【丸岡城】丸岡城に来るきっ
かけとして、丸岡城を上から
眺めるためのクリスタルタワ
ー。

【東尋坊】海の中から崖を望め
るように作られた海テラス。

【三国湊】いつもと違う視点でまちを周遊できると面白いと
考えて作られたジェットコースター。
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成果事例3：【C】民間との連携による新たな観光施策検討
成果報告

三国湊における屋台横丁 東尋坊の海テラス

• 観光客は地元の人との交流を求めているはずと推測。

• また、ナイトタイムエコノミー活性化の観点から、交
流できる場として夜間も営業する屋台が複数集まる横
丁の設置を提案

• 東尋坊は崖の上からか、ドローンで鑑賞する現状に
対し、今まで味わったことのない体験でないと観光
客がお金を使わないのではないかと発想。従来にな
い海側から景色を眺められるテラスの設置を提案

• 写真映えによる拡散効果も期待
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グローバルとの交流体験

発表前

ALT以外の海外の人と話したことがないから緊張する。自分も海外に行った経験がないか
ら「観光客目線」と言われてもあまりピンとこない。英語で発表するの？？

発表後

最初は「話せるかな」って不安で緊張したけど、「坂井市の魅力を伝えたい！」と思って、
最後は「来てください！」と言えたのでよかった。少しでも伝わっていたら嬉しい。

新たな視点から得たもの

観光客の嗜好への関心

僕たちが普段見れない目線からの貴重な意見をもらえて、そこを僕らなりにどう課題にと
りこんでみたいかということを考えれるようになった。固定概念を離れたみたいな、頭を
柔軟にできたんじゃないかなと思った。外からの意見がとても参考になった。

坂井市への理解度向上

海外の方は、日本に来ても免許取得が難しいと聞いて「その視点はなかったな」と思った。
公共交通機関のことを調べ、丸岡城はアクセスしづらいことを知って、課題感を感じた。

成果事例4：【D】グローバルとの交流による新たな視点
成果報告

観点 高校生の発言
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